
平成２２年度 若葉小学校 学校経営方針

１ 基本方針

新学習指導要領では、「児童に生きる力をはぐくむことを目指し、創意工夫を生かした特色ある

教育活動を展開する中で、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用して課

題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくむとともに、主体的に学

習に取り組む態度を養い、個性を生かす教育の充実に努めなければならない。」とある。それをふ

まえ、次の４項目を基本において計画を立てる。

(1) 人間として調和のとれた育成

(2) 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図り，

個性を生かす教育の充実

(3) 自ら学び自ら考える力の育成

(4) 伝統文化の尊重と国際理解の推進

２ 教育目標

「知識基盤社会」といわれる２１世紀をたくましく生きる力の基盤を育成するために、児童の人

間として調和のとれた育成を目指し，地域や学校の実態及び児童の心身の発達段階や特性を十分考

慮して、適切な教育課程を編成するものとし、また、優れた実践を積み重ね、指導力の向上を図り、

全教職員の参画による学校経営をするため、本校の教育目標・めざす子ども像、めざす学校像、め

ざす教師像を次のように設定する。

(1) 本校の教育目標・めざす子ども像

(2) めざす学校像

・ わくわく心がはずむ楽しい学校

・ 学習の基礎・基本をしっかり学習できる学校

・ 地域の人々に親しまれる学校

(3) めざす教師像

・ 愛情をもって、全ての子どもの可能性を開く教師

・ 研修と研鑽に努め、人格と教育技能を磨く教師

・ 家庭と地域に信頼される教師

３ 重点取組項目

(1) 学力の向上

① 学習意欲を高めると共に、各教科の基礎・基本の確実な定着を図り、確かな学力を身に

つけさせる。

わ 若い芽を伸ばす子

・ たくましく（強い体） たくましい体 ＝ たくましい体を育む子

か 考えを深め合う子

・ かしこく（強い頭脳） 確かな知性 ＝ 自ら考え、解決する子

ば 場を美しく、心豊かな子

・ やさしく（強い心） 豊かな感性 ＝ 心豊かで思いやりのある子



② 自主的に問題を発見し、追究する学習を創造する。

③ 思考力を伸ばし、創造性を開発し、さらに生涯学び続ける態度を養う。

・ 学力向上担当を中心に、児童の学力や生活の現状と課題を把握し、対策を検討・実施する。

・ 計算タイムを充実させ、基礎基本の定着を図ると共に達成感を感じさせる。

・ 朝の学習タイムを充実させ、音読・漢字・言語技術習得のための基礎基本の定着を図り、

毎木曜日の朝読書を有効に活用し、読書活動を推進する。

・ 全教育活動を通して言語活動の充実を図り、表現力、コミュニケーション能力の向上をめざす。

・ ひとりひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教育を推進する。

・ 教員は「教えて考えさせる指導」に重点をおき、教材教具や授業の組み立てを工夫する。

また、全員が公開授業を行い、指導力向上を図る。

・ 保護者に理解を求めて、積極的に家庭学習の習慣化を推進する。

(2) 豊かな人間性の向上

① 児童の心の安定を図るとともに、規範意識を育み、良好な人間関係づくりに取り組む。

② 困難にも決してあきらめることのない強い心をつくる。

・ 道徳教育と特別活動を充実し、自尊感情の高揚を図り、自己有用感や所属感を味わう機会

を積極的に設ける。

・ 豊かな体験や交流を通して、感動する心や感謝する心を育てる。

・ 日常生活の中で、互いを尊重し合う人間関係づくりに努め、指示的風土や規範意識を醸成

する。（あいさつ・掃除・学校のきまりや社会的ルールを守ることなどの指導）

・ 児童の内面理解、いじめの防止に努め、児童や保護者の相談しやすい環境づくりに努める。

・ 生徒指導上の問題など、早期に発見し、早期対応に努める。

・ 小中学校の連携を図り、実態に応じた指導を充実する。（３校連絡会議など）

・ 携帯電話やパソコンなど、情報モラルや情報安全等に対する指導を充実させる。

(3) 健康の増進と体力の向上

① 心身共に健やかな児童の育成を図るため、児童の体力づくりに励む。

② 健康教育、安全教育、防災教育の推進に努めるとともに、その定着を図る。

・ 外遊びの楽しさを感じさせ、休憩時間を外で遊ぶようにさせる。（25分､20分の休憩時間設定）

・ 体育やスポーツ活動の充実を図る。（すもう大会、ジョギング、マラソン大会など）

・ 食育の推進、及び家庭と連携した「早寝・早起き・朝ごはん」運動を通して、望ましい生

活習慣の確立を図る。

(4) 保護者や地域に信頼され、活力に満ちた学校づくり

① 地域の信頼を得るために、積極的に教育活動の公開や情報発信に努める。

② ひとりひとりの教職員が高い倫理観に基づき、使命と責任を自覚し、絶えず自己研鑽に努める。

③ 保護者や地域の支援・協力を積極的に教育活動に生かす。

・ 年間２回のオープンスクールの実施、ホームページの充実により学校の教育活動を公開する。

・ 保護者や児童のアンケートを生かした学校評価、及び学校関係者評価の実施と公開を行い、

教育活動に生かす。

・ 地域の行事に積極的に参加するとともに、地域人材の積極的な活用を図る。（もちつき大

会、地域ボランティア、登下校時の見回り隊など）

・ 道意の地域に根ざした学習を通して、地域を愛し、地域に貢献できる人材を育てる。


